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「
先
日
、
京
都
事
務
所
へ
通
う
電
車
の
中
で
、

立
っ
て
い
る
初
老
の
男
性
が
、
座
席
に
腰
か

け
て
い
る
2
人
の
若
い
女
性
に
向
か
っ
て
、

な
に
が
し
か
文
句
を
言
っ
て
い
た
。
何
を

言
っ
て
い
る
の
か
、
耳
を
澄
ま
し
て
い
る
と
、

「
こ
れ
が
読
め
な
い
の
か
」
と
言
っ
て
い
る
。
★
度
々
言
っ

て
い
る
の
で
、
向
か
い
側
に
座
っ
て
い
た
男
性
が
、
そ
の

初
老
の
男
性
に
、
席
を
譲
ろ
う
と
立
ち
上
が
っ
た
。
初
老

の
男
性
は
、
そ
れ
を
振
り
切
り
、
な
お
も
言
い
続
け
て
い

た
。
女
性
の
1
人
が
、
気
ま
ず
く
な
っ
た
の
か
、
席
を
立
っ

て
行
っ
た
。
★
次
の
駅
で
、
女
性
が
座
っ
て
い
る
席
を
見

た
ら
、
席
の
後
方
に
優
先
座
席（
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
）と
プ

レ
ー
ト
が
貼
っ
て
あ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
、
男
性
が
ぶ
つ
ぶ

つ
言
っ
て
い
た
の
は
、
前
に
老
人
が
い
る
こ
と
を
無
視
し

て
、
平
気
で
座
っ
て
い
る
女
性
に
抗
議
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
た
。
★
中
央
線
で
も
同
じ
光
景
を
見
か
け
た
。
東

京
駅
か
ら
2
人
の
幼
い
子
供
を
連
れ
た
母
親
が
乗
っ
て
き

た
。
1
人
の
子
は
席
に
座
れ
た
。
も
う
1
人
の
子
は
眠
た

い
の
か
、
母
親
に
持
た
れ
掛
か
っ
て
い
た
。
前
の
席
に
は
、

若
い
カ
ッ
プ
ル
が
、気
に
も
止
め
ず
話
に
夢
中
で
あ
っ
た
。

ど
ち
ら
か
が
気
を
利
か
し
て
、
席
を
譲
る
で
あ
ろ
う
と
期

待
し
て
い
た
が
、
私
が
降
り
る
ま
で
、
そ
れ
は
な
ら
な
か
っ

た
。
★
大
学
入
学
試
験
の
際
、「
責
任
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

論
文
テ
ス
ト
が
あ
っ
た
。
55
年
前
の
こ
と
で
、
何
を
書
い

た
か
は
、
記
憶
は
定
か
で
な
い
が
、
老
人
、
女
性
、
幼
児

な
ど
を
労
わ
る
こ
と
も
若
い
者
の
責
任
の
1
つ
で
は
な
い

か
と
書
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
★
日
本
人
は
、
本
来
、

他
人
を
思
い
や
る
優
し
い
心こ

こ
ろ
ね根
を
持
つ
民
族
で
は
な
か
っ

た
の
か
。
電
車
の
中
で
の
一
光
景
で
は
あ
る
が
、
最
近
若

者
の
公
徳
心
の
な
さ
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
超
高
齢

化
時
代
を
迎
え
る
日
本
。
公
徳
心
、
と
り
わ
け
敬
老
精
神

が
失
わ
れ
た
ら
、
ど
う
な
る
の
か
本
当
に
心
配
で
あ
る
。
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安
倍
首
相
は
総
選
挙
の
疲
れ
を
癒
や
す
暇
い
と
まも
な
く
、
積
極
的
に
外
交

を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
11
月
5
、
6
日
に
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
が
来
日
し
た
。
両
首
脳
は
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
、
打
ち
解
け
た
雰
囲
気

の
中
で
、
北
朝
鮮
、
イ
ン
ド
太
平
洋
安
全
保
障
、
日
米
経
済
問
題
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
。
両
首
脳
の
個
人
的
な
信
頼
関
係
も
あ
り
、
今
回
の
大

統
領
の
訪
日
は
今
後
の
日
米
関
係
に
か
な
り
の
成
果
を
上
げ
た
の
で
は

な
い
か
。
11
月
10
〜
11
日
は
ダ
ナ
ン（
ベ
ト
ナ
ム
）の
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済

協
力
首
脳
会
議
、
12
〜
14
日
に
は
マ
ニ
ラ
で
の
ア
セ
ア
ン
首
脳
会
議
に
出

席
、
プ
ー
チ
ン
・
ロ
シ
ア
大
統
領
、
習
近
平
・
中
国
国
家
主
席
、
ド
ゥ
テ

ル
テ
・
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
大
統
領
、
モ
デ
ィ
・
イ
ン
ド
首
相
な
ど
各
国
首
脳

と
2
国
間
会
談
を
行
い
、
北
朝
鮮
の
脅
威
を
訴
え
、
北
朝
鮮
へ
の
圧
力

を
強
め
る
よ
う
求
め
た
。
国
際
会
議
を
利
用
し
て
、
積
極
的
な
外
交
を

展
開
し
、
外
交
の
安
倍
の
姿
を
鮮
明
に
国
民
に
示
し
た
。
国
会
は
17
日

に
衆
参
で
所
信
表
明
が
行
わ
れ
、
20
、
21
、
22
日
の
本
会
議
で
代
表
質

問
、
そ
の
後
予
算
委
員
会
で
は
野
党
の
厳
し
い
質
問
が
待
っ
て
い
る
。

首脳会談を終え記者会見に臨む（出典：首相官邸ホームページ）

待
ち
受
け
る
内
政
で
の
野
党
の
追
及

信頼が深まったトランプ大統領訪日
日米共同で北朝鮮問題に対処

信頼が深まったトランプ大統領訪日
日米共同で北朝鮮問題に対処

恒 心
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自
民
党
憲
法
改
正
推
進
本
部

合
区
解
消
問
題
か
ら
議
論
を
始
め
る

地
方
議
会
年
金
制
度
の
創
設

必
要
な
地
方
議
員
の
身
分
の
安
定

平
成
25
年
夏
に
行
わ
れ
た
参
議
院
通
常
選

挙
は
、
1
票
の
格
差
が
、
4
・
75
と
な
っ
て

お
り
、
平
成
26
年
11
月
の
最
高
裁
判
所
判
決

で
、
投
票
価
値
の
不
均
衡
は
違
憲
状
態
で
あ

り
、
都
道
府
県
単
位
の
選
挙
制
度
を
改
め
る
な

ど
、
違
憲
状
態
を
速
や
か
に
解
消
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
各
会
派
に
お
い

て
調
整
を
図
っ
た
結
果
、
都
道
府
県
単
位
の
選

挙
制
度
を
一
部
改
め
、
4
県
2
合
区
を
含
む
10

増
10
減
案
の
公
職
選
挙
法
の
改
正
案
が
成
立
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
1
票
の
格
差
は
、
4
・

75
倍
か
ら
2
・
97
倍
に
縮
小
さ
れ
た
。
合
区
さ

れ
た
選
挙
区
は
、
鳥
取
県
及
び
島
根
県
、
徳
島

県
及
び
高
知
県
の
4
県
で
あ
る
。
昨
年
7
月
の

参
議
院
選
挙
は
、
改
正
さ
れ
た
公
職
選
挙
法
に

基
づ
い
て
、
新
し
い
選
挙
区
制
度
で
執
行
さ
れ

た
。
し
か
し
、
こ
の
選
挙
で
も
、
最
大
3
・
08

倍
の
1
票
の
格
差
が
生
じ
た
。
2
つ
の
弁
護
士

グ
ル
ー
プ
が
憲
法
違
反
だ
と
し
て
選
挙
無
効
を

求
め
た
。
最
高
裁
大
法
廷
判
決
で
は
、
合
区
と

い
う
方
法
を
と
っ
て
、
格
差
是
正
を
行
っ
た
立

法
府
の
決
意
を
評
価
し
て
、
違
憲
の
問
題
が
生

ず
る
ほ
ど
不
平
等
状
態
で
は
な
い
と
し
た
。
そ

れ
で
も
、
今
後
1
票
の
格
差
は
拡
大
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
合
区
は
避
け
ら
れ
な
い
か
も
知

れ
な
い
。
合
区
で
選
挙
を
戦
っ
た
議
員
は
も
ち

ろ
ん
、
合
区
対
象
と
な
っ
た
徳
島
、
高
知
そ
し

て
鳥
取
、
島
根
県
民
か
ら
は
選
挙
区
が
広
す
ぎ

る
、
地
元
の
声
が
国
政
に
届
か
な
い
な
ど
の
悲

国
会
議
員
を
10
年
務
め
れ
ば
年
金
受
給
資
格

が
与
え
ら
れ
る
制
度
は
、
特
権
的
だ
と
批
判
さ

れ
て
、
平
成
18
年
4
月
に
国
会
議
員
の
年
金
制

度
が
廃
止
さ
れ
た
。
民
間
の
年
金
制
度
と
比
較

す
れ
ば
、
10
年
は
い
か
に
も
短
す
ぎ
る
。
都
道

府
県
会
議
員
、
市
議
会
議
員
、
町
村
会
議
員
に

も
年
金
共
済
会
が
あ
っ
て
、
年
金
制
度
を
独
自

に
運
営
し
て
い
た
。
い
ず
れ
も
3
期
12
年
間
議

員
を
務
め
れ
ば
、
年
金
の
受
給
資
格
が
与
え
ら

れ
た
。
地
方
議
会
議
員
の
年
金
も
民
間
と
比
べ

る
と
、
特
権
的
だ
と
言
わ
れ
た
。
地
方
議
会
年

金
制
度
は
町
村
合
併
に
よ
る
議
員
定
数
の
減

少
、
受
給
者
の
増
大
と
長
寿
化
に
よ
っ
て
、
財

政
が
破
た
ん
し
て
、
平
成
23
年
6
月
に
廃
止
さ

れ
た
。
今
は
、
国
会
も
、
地
方
議
会
も
年
金
制

度
が
な
く
、
事
業
を
経
営
し
て
い
る
人
や
労
働

組
合
な
ど
で
、
他
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い

る
人
以
外
、
議
員
は
全
て
無
年
金
者
で
あ
る
。

も
し
落
選
す
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
生
活
に
困
る
人

が
、
続
出
す
る
の
で
は
な
い
か
、
非
常
に
不
安

定
な
身
分
制
度
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
国
会
議
員
は
さ
て
お
き
、
地
方

議
員
に
な
り
た
い
気
持
を
持
っ
て
い
て
も
、
年

金
も
退
職
金
も
な
い
世
界
に
若
い
人
が
入
っ
て

こ
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
立
候
補
者
が
定
数

に
満
た
な
い
地
方
議
会
が
増
え
て
き
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
の
状
態
を
放
置
す
れ
ば
、
生
活
に
困

ら
な
い
程
度
の
年
金
等
の
収
入
が
あ
り
、
議
会

の
報
酬
を
政
治
活
動
に
充
て
る
こ
と
が
出
来
る

人
以
外
、
地
方
議
会
議
員
に
な
る
こ
と
が
出
来

な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
方
議
会
議
員
の

高
齢
化
が
益
々
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。
現

在
、
町
村
会
議
員
の
平
均
年
齢
63
・
1
才
、
市

会
議
員
は
59
・
2
才
と
な
っ
て
い
る
。
学
者
や

有
識
者
の
中
に
は
、
地
方
議
会
は
平
日
の
夜
間

や
土
、
日
曜
日
に
開
会
す
れ
ば
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
も
議
員
は
出
来
る
、
だ
か
ら
年
金
制
度
な

ど
い
ら
な
い
と
簡
単
に
言
う
が
、
議
員
活
動
は

そ
ん
な
生
易
し
い
も
の
で
は
な
い
。
議
員
の
身

分
の
安
定
化
、
地
方
議
会
の
活
性
化
、
若
い
人

の
議
会
へ
の
進
出
を
促
す
た
め
に
、
地
方
議
会

議
員
に
も
年
金
制
度
に
加
入
で
き
る
道
を
開
く

べ
き
だ
と
い
う
声
が
急
速
に
高
ま
っ
て
き
た
。

も
ち
ろ
ん
か
っ
て
の
よ
う
な
特
権
的
な
年
金
制

度
で
は
な
く
て
、
議
員
在
任
中
は
、
地
方
公
共

団
体
の
職
員
と
み
な
し
て
、
地
方
公
務
員
共
済

組
合
の
組
合
員
と
な
っ
て
、
厚
生
年
金
加
入

の
資
格
を
取
得
出
来
る
よ
う
に
す
る
。
し
か

し
、
退
職
金
は
貰
え
な
い
。
議
員
に
な
る
前
に

厚
生
年
金
に
入
っ
て
い
れ
ば
、
継
続
出
来
、
議

員
を
止
め
て
会
社
勤
め
を
す
れ
ば
再
び
継
続
出

来
る
。
一
般
社
会
で
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る

が
、
い
ま
な
お
世
論
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な

い
。
11
月
21
日
、
都
道
府
県
議
長
会
、
市
議
会

議
長
会
、
町
村
議
長
会
の
代
表
か
ら
、
自
民
党

参
議
院
議
員
団
に
地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
創

設
の
要
望
が
あ
り
、
橋
本
聖
子
団
長
、
武
見
敬

三
政
審
会
長
、
二
ノ
湯
議
員
ら
が
応
対
し
、
各

会
派
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
早
急
に
制
度
創
設

に
向
け
て
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

約
束
し
た
。

痛
な
声
が
挙
が
っ
て
き
た
。
し
か
も
、
有
権
者

の
選
挙
へ
の
関
心
が
非
常
に
低
く
な
っ
て
い

る
。
地
元
自
治
体
だ
け
で
な
く
、
全
国
地
方
6

団
体
も
合
区
に
反
対
し
て
い
る
。
合
区
を
避
け

る
た
め
に
は
、
憲
法
を
改
正
し
て
、
参
議
院
は

都
道
府
県
を
選
挙
区
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
自

民
党
は
1
昨
年
の
参
議
院
選
挙
、
先
の
総
選
挙

で
も
、
合
区
解
消
の
為
、
都
道
府
県
か
ら
少
な

く
と
も
1
人
が
選
出
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
憲

法
改
正
す
る
と
公
約
し
て
い
る
。
自
衛
隊
の
明

記
、
教
育
の
無
償
化
・
充
実
強
化
、
緊
急
事
態

対
応
、
参
議
院
の
合
区
解
消
の
4
つ
の
項
目
は

最
重
要
な
憲
法
改
正
項
目
で
あ
る
。
従
来
憲
法

改
正
と
言
え
ば
、
第
9
条
の
改
正
が
先
ず
第
一

と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
参
議
院
自
民
党
議
員

団
は
、
合
区
解
消
こ
そ
優
先
だ
と
主
張
、
自
民

党
憲
法
改
正
推
進
本
部
で
は
、
合
区
問
題
を
最

優
先
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
憲
法
47
条

に
「
参
議
院
は
改
選
毎
に
、
広
域
的
な
地
方
公

共
団
体
か
ら
、
少
な
く
と
も
1
名
が
選
出
さ
れ

る
」
と
盛
り
込
み
、
92
条
で
「
広
域
的
な
地
方

公
共
団
体
と
は
都
道
府
県
を
指
す
」
と
す
る
規

定
を
加
え
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
。
次
の
参
議

院
選
挙
は
、
1
年
8
か
月
後
に
迫
っ
て
い
る
。

憲
法
改
正
ま
で
に
残
さ
れ
た
時
間
は
多
く
な

い
。
参
議
院
の
定
数
を
大
幅
に
増
や
せ
ば
問
題

は
一
挙
に
解
決
す
る
が
、
今
日
の
世
論
の
中

で
、
そ
れ
は
難
し
い
選
択
で
あ
る
。
早
急
に
党

内
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
、
友
党
公
明
党
、
さ

ら
に
野
党
に
も
賛
同
を
働
き
か
け
、
憲
法
改
正

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
極
め
て
難

し
い
作
業
で
あ
る
。
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4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

特
別
国
会
召
集
、
会
期
39
日
間

京
都
の
新
人
議
員
初
登
院 第195回国会記念写真

朝
鮮
通
信
使
世
界
記
憶
遺
産
に
登
録

ゆ
か
り
の
自
治
体
で
祝
賀
会

11
月
1
日
に
召
集
さ
れ
た
特
別
国
会
は
、
8

日
に
天
皇
陛
下
を
お
迎
え
し
、
開
会
式
が
行
わ

れ
た
。
当
日
、
委
員
長
は
モ
ー
ニ
ン
グ
を
着
用

し
、
国
会
正
面
玄
関
で
陛
下
を
お
出
迎
え
し
、

お
帰
り
の
際
に
は
、
お
見
送
り
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
陛
下
が
お
帰
り
に
な
っ
た
後
、
折

角
の
機
会
と
国
会
正
面
玄
関
で
、
議
長
、
副
議

長
、
各
委
員
長
が
一
同
に
会
し
、
記
念
写
真
を

撮
っ
た
。

特
別
国
会
で
の
記
念
写
真

第
195
回
特
別
国
会
は
、
11
月
1
日
に
召
集
さ

れ
、
12
月
9
日
ま
で
、
39
日
間
の
会
期
を
決
定

し
た
。
総
選
挙
後
の
初
め
て
の
国
会
で
あ
り
、
京

都
5
区
か
ら
当
選
し
た
本
田
太
郎
、
京
都
2
区

で
出
馬
し
た
が
惜
敗
し
、
比
例
復
活
し
た
繁
本

護
の
両
氏
は
、
緊
張
の
面
持
ち
で
初
登
院
し
た
。

2
人
は
何
れ
も
40
代
前
半
の
若
さ
。
今
後
当
選

を
重
ね
、
経
験
を
積
ん
で
行
け
ば
、
国
政
は
も

と
よ
り
、
地
元
京
都
の
発
展
に
も
大
い
に
貢
献

す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
両
氏
は
心
新
た

に
今
後
の
抱
負
と
決
意
を
語
っ
て
く
れ
た
。

朝
鮮
王
朝
と
日
本
と
の
交
流
は
、
足
利
義
満

の
室
町
時
代
ま
で
遡

さ
か
の
ぼる

。
室
町
期
に
は
3
回
、

豊
臣
秀
吉
時
代
に
は
2
回
、
朝
鮮
か
ら
通
信
使

が
派
遣
さ
れ
て
き
た
が
、
秀
吉
の
文
禄
の
役
、

慶
長
の
役
に
よ
る
朝
鮮
へ
の
侵
攻
に
よ
っ
て
、

そ
の
後
両
国
の
間
は
断
絶
状
態
に
な
っ
た
。
江

戸
期
に
入
る
と
、
我
が
国
と
李
氏
朝
鮮
と
の
国

交
回
復
機
運
が
高
ま
っ
て
き
た
。
1607
年
、
江
戸

時
代
初
め
て
の
通
信
使
が
派
遣
さ
れ
、
将
軍
秀

忠
、
駿
府
に
隠
居
し
て
い
た
家
康
に
も
謁
見
し

て
い
る
。
以
後
、
1811
年
ま
で
に
12
回
の
通
信
使

が
日
本
を
訪
れ
、
そ
の
間
我
が
国
の
食
文
化
、

医
学
、
文
芸
、
書
画
、
工
芸
、
芸
能
な
ど
の
分

野
に
、
多
く
の
影
響
を
与
え
た
。
通
信
使
が
行

列
し
た
沿
道
地
域
に
は
、
通
信
使
に
関
す
る
資

料
が
残
っ
て
お
り
、
韓
国
に
も
あ
る
。
こ
れ
ら

を
世
界
記
憶
遺
産
に
登
録
し
よ
う
と
い
う
機
運

が
日
韓
双
方
関
係
者
か
ら
起
こ
り
、
去
る
10
月

31
日
に
ユ
ネ
ス
コ
本
部
か
ら
、
世
界
遺
産
に
登

録
す
る
と
発
表
さ
れ
た
。
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
、

11
月
18
日
、
19
日
の
両
日
、
京
都
で
「
朝
鮮
通

信
使
ゆ
か
り
の
ま
ち
全
国
交
流
会
２
０
１
７
京

都
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
18
日
の
夜
、
京
都
ホ

テ
ル
で
交
流
晩
餐
会
が
あ
り
、
そ
の
席
に
林
文

科
大
臣
も
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
、
世
界
記
憶
遺

産
登
録
に
努
力
し
た
関
係
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ

た
。

「
こ
の
度
の
衆
院
選
で
は
力
強
い
皆
様

の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
、
京
都
2
区
か
ら

約
8
年
ぶ
り
に
自
民
党
の
議
席
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
投
票
日
の
翌
日
か
ら
台

風
21
号
に
よ
る
被
害
対
応
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
責
任
与
党
の
強
み
と
こ
れ
ま
で

の
経
験
・
人
脈
を
生
か
し
京
都
の
為
に
一

生
懸
命
に
汗
を
流
し
て
参
る
覚
悟
で
す
。

2
期
連
続
当
選
に
向
け
て
更
な
る
ご
支
援

を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」

「
暖
か
い
ご
支
援
を
賜
わ
り
、
当
選
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
衷
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
国
民
の
財
産

と
暮
ら
し
を
守
り
、
地
域
や
経
済
の
活
性

化
の
た
め
、
粉
骨
砕
身
尽
く
し
て
参
る
所

存
で
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。」

和服姿も凜
り

々
り

しい繁本氏

やや緊張した面持ちの本田氏

林文部科学大臣二ノ湯京都日韓親善協会理事長

京都5区・本田太郎氏

京都2区・繁本 護氏
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一
、
神
奈
川
県
座
間
市
の
ア
パ
ー
ト
で
、
9
人

の
腐
乱
し
た
バ
ラ
バ
ラ
遺
体
が
見
つ
か
っ
た
。

捜
査
の
結
果
、
犠
牲
者
は
若
い
女
性
8
人
・
男

性
1
人
で
あ
っ
た
。
犯
人
は
27
才
の
若
い
男

性
。
一
体
、
何
の
目
的
で
若
い
命
を
奪
っ
た
の

か
。
空
恐
ろ
し
い
猟
奇
事
件
で
あ
る
。

一
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
、
来
日
早
々
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ゴ
ル
フ
会
場
と
な
る
霞
ヶ
関

カ
ン
ツ
リ
ー
俱
楽
部
で
、
安
倍
首
相
、
松
山
英

樹
プ
ロ
と
、
コ
ー
ス
を
回
っ
た
。
一
緒
に
プ
レ

イ
し
た
松
山
選
手
は
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、

随
分
と
緊
張
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

一
、
11
月
9
日
、
園
遊
会
が
開
催
さ
れ
、
約
2300

人
が
、
招
待
さ
れ
た
。
私
も
久
し
ぶ
り
に
家
内

と
参
列
し
た
。
私
達
は
、
京
都
市
会
議
長
、
米

原
市
長
夫
妻
と
同
じ
場
所
で
、
待
機
し
て
い

た
。
両
陛
下
は
、
市
会
議
長
、
市
長
に
声
を
掛

け
ら
れ
、
2
人
と
も
満
足
気
で
あ
っ
た
。

一
、
京
都
出
身
歌
手
青
山
和
子
さ
ん
の
「
愛
と

死
を
見
つ
め
て
」
は
、
我
々
の
青
春
時
代
に
大

ヒ
ッ
ト
し
た
歌
。
先
日
、
中
学
校
の
同
級
生
達

が
上
京
、
池
袋
に
あ
る
青
山
さ
ん
の
店
に
行

き
、
彼
女
が
デ
ュ
エ
ッ
ト
に
応
じ
、
懐
か
し
い

歌
も
披
露
し
て
く
れ
、
皆
大
喜
び
で
あ
っ
た
。

一
、
大
相
撲
の
横
綱
と
言
え
ば
、
若
い
け
れ
ど

品
格
と
力
量
が
兼
ね
備
わ
っ
た
力
士
と
し
て
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
今
回
の
日
馬
富
士
の
暴
力

は
、
横
綱
の
権
威
を
低
下
さ
せ
か
ね
な
い
ゆ
ゆ

し
き
事
件
で
あ
る
。
協
会
も
相
撲
フ
ァ
ン
に
納

得
の
い
く
処
置
を
と
る
必
要
が
あ
る
。

一
、
小
池
東
京
都
知
事
が
都
政
に
専
念
す
る
た

め
に
希
望
の
党
の
代
表
を
辞
任
し
た
。「
日
本

に
、
未
来
に
希
望
を
生
む
」
と
、
希
望
の
党
を

立
ち
上
げ
た
の
で
は
な
い
の
か
。
総
選
挙
で
敗

北
し
た
か
ら
、
直
ち
に
政
党
の
代
表
を
辞
任
す

る
と
は
、
あ
ま
り
に
も
無
責
任
す
ぎ
る
。

必勝のダルマに眼を入れる中島武文氏

11
月
19
日
に
投
開
票
さ
れ
た
宮
津
市
与
謝
郡

選
挙
区
の
京
都
府
議
会
補
欠
選
挙
は
、
自
民
党

公
認
、
公
明
推
薦
候
補
の
新
人
中
島
武
文（
33
）

氏
と
、
無
所
属
の
前
与
謝
野
町
長
の
太
田
あ
つ

み（
71
）氏
の
一
騎
打
ち
の
戦
い
と
な
っ
た
。
与
謝

野
町
は
中
島
氏
の
地
元
・
宮
津
市
よ
り
も
有
権

者
が
多
く
、
事
前
で
は
か
な
り
の
接
戦
に
な
る

と
予
想
さ
れ
た
が
、
中
島
氏
は
若
さ
を
前
面
に

打
ち
出
し
、
将
来
の
丹
後
地
域
の
発
展
に
力
を

尽
く
し
た
い
と
訴
え
た
。
終
盤
に
な
っ
て
、
中

島
氏
の
知
名
度
も
浸
透
し
、
太
田
氏
の
地
盤
の

与
謝
野
町
で
も
か
な
り
健
闘
、
中
島
氏
が
強
敵

太
田
氏
を
大
き
く
引
き
離
し
、
初
当
選
を
飾
り
、

衆
議
院
に
転
出
し
た
本
田
太
郎
氏
の
議
席
を

守
っ
た
。

当
選
し
た
中
島
氏
の
喜
び
の
声

「
皆
様
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
当
選
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
応
援
い
た
だ
い
た
方
に
胸
を

張
っ
て
「
中
島
を
応
援
し
て
よ
か
っ
た
」
と
言
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
宮
津
市
・
伊

根
町
・
与
謝
野
町
の
未
来
を
創
っ
て
い
け
る
よ

う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。」

中
島
武
文
氏
府
会
議
員
に
初
当
選

本
田
代
議
士
の
議
席
を
守
る

第31回　伊勢神宮初詣
◇旅 行 日　平成30年1月8日（月・祝）

◇会　　費　10,000円

新春招福バスツアー

初詣実行委員会

◇申込先　初詣実行委員会（二ノ湯さとし事務所内） TEL(075)315-2228
またはアサカ観光社 TEL(075)821-0650

◇昼食場所　戸 田 家

「新政経懇話会」入会のお願い

「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張
にご賛同いただき、ご入会下さいますよ
うお願い申し上げます。

新政経懇話会
年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

自民党
政経文化懇談会のお知らせ

TEL075-315-2228　FAX075-315-2310
☆お問合せ、お申し込みは二ノ湯さとし事務所まで

10月の衆議院総選挙では皆様の温かいご支援を
いただき誠に有難うございました。お陰様で京都
においては、1区から6区まで代議士を誕生させる
ことができました。今後は政権与党の議員として、
2人の参議院議員とお互いに協力し、京都と日本
の為に、力を尽くしてまいりたいと思っておりま
す。この度、自民党京都府連では慣例の「政経文
化懇話会」を開催することになりました。厳しい
経済事情の中、誠に恐縮ですが、ぜひともご協力
下さいますようお願い申し上げます。

◆日時　平成30年2月12日（月・祝）
　　■午後1時から　時局講演会
　　　　　講師　元内閣総理大臣補佐官

　　　　　　岡本行夫先生
　　■午後2時30分から　懇親パーティー

◆場所　国立京都国際会館（京都市左京区宝ヶ池）

◆会費　3万円


